
　フォーラムの京都環境コミュニティ活動プロジェクト（以下 KESCと言う）では、京都の小学校区を基本としたそれぞれ
の地域で、地域の事業者、学校、住民などの各主体が協力して、環境問題に取り組む仕組みづくりを目指しています。
この度、KESCの自然エネルギー環境学習チームと交通環境学習チームが、小学校での出前環境学習を行いました。

京都環境コミュニティ活動（KESC）
自然エネルギー環境学習チームと交通環境学習チームが
小学校での出前環境学習を実施

藤ノ森小学校（自然エネルギー環境学習チーム）
　自然エネルギー環境学習チームによる、京都市立藤
ノ森小学校での授業の実施は、今年で 3 年目となり、
参加事業者の皆さんのスキルが大きく向上していま
す。メンバーは自然な笑顔で児童たちと接するように
なり、授業で使う小道具も、より子どもたちの関心を惹
きつけるように工夫されています。昨年に引き続き児
童の保護者等にも見学していただきましたが、毎年見
学に来られている
方からは、「初め
に比べて、内容
も児童たちとの言
葉のキャッチボー
ルも更に上手くな
った。児童が最
初から最後まで集
中していた」との
感想をいただきま
した。

南太秦小学校（交通環境学習チーム）
　京都市立南太秦小学校では KESC の出前環境学習
は初めてとなります。南太秦小学校区には、これまで
公共交通が整備されておらず、昨年の市営地下鉄東
西線の延伸にともない初めて市バス路線（70号系統）
が開通した地域です。
　交通環境学習チームが出前環境学習を実施し、事
業者から環境にやさしい車の使い方や選び方を、ま
た、京都市からは市バス・地下鉄の公共交通を整備
する市の取り組みが紹介され、交通と地球温暖化につ
いて学びました。
　授 業 終 了 後
に、児童のグル
ー プ の ひとつ
が、事業者の皆
さんを待ち構えて
お礼を言ってくれ
る一幕もありまし
た。既に地域に
おいては、保護
者による交通マッ
プづくりが実施されるなど、交通をテーマにして学校・
地域・事業者の連携への発展が期待できる出前環境
学習を行うことが出来ました。

● 地域との結びつきの一層の強化を
　今後は、「参加事業者の職場に児童や保護者たちに社会
見学に来てもらう」「保護者にも参加してもらう授業プログ
ラムを考える」など、広く地域住民を巻き込む工夫を行っ
ていくことで、地球温暖化を防止する地域づくりにつなげ
ていくことが期待されます。

○ テーマ「地域で働く人達と『でんき』について考えよう」
○ 日時　2009 年 2月6日（金）
9:45 ～ 10:30、11:00 ～ 11:45 （各 45分、2組に分けて実施）

○ 実施小学校　京都市立藤ノ森小学校（伏見区）
○ 対象　4年生約 100 名
○ 授業実施者　KESC自然エネルギー環境学習チーム　
チームリーダー：渡辺千裕（生田産機工業株式会社）
メンバー：山沢邦良（株式会社エコロ 21）、芝原直子（有
限会社森田電設）、森田晋矢（有限会社森田電設）、坪内善
男（京都市立洛陽工業高等学校）

○ テーマ　「地域で働く人達と『くるま』について考えよう」
○ 日時　2009 年 2月20日（金）10:40 ～ 12:10（90 分授業）
○ 実施小学校　京都市立南太秦小学校（右京区）
○ 対象　5年生約 60名
○ 授業実施者　KESC 交通環境学習チーム
チームリーダー：山沢邦良（株式会社エコロ21）
メンバー：谷口　功（株式会社ホンダカーズ京都）、秦　ひ
とみ（株式会社ホンダカーズ京都）、松尾知惠（京都市社会
福祉協議会）、坂下尚子（京都市環境局環境企画部環境管理
課）、長屋博久（有限会社村田堂）

○コーディネーター　内田香奈（特定非営利活動法人環境市民）

初 3年目

【写真】事業者からのメッセージ
「私たちの地域から地球にやさし
い電気をふやそう！」

【写真】事業者からのメッセージ
「地域からはじめよう！人にも地球
にもやさしい車の使い方を！」
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月刊あじぇんだは当フォーラムの活動紹介を中心とした
京都発、環境関係の情報発信紙です

京のアジェンダ21フォーラム事務所
〒612-0031

京都市伏見区深草池ノ内町13
京エコロジーセンター2F 活動支援室内

　　　　 TEL：075-647-3535
FAX：075-647-3536

　　E-mail：ma21f@mbox.kyoto-inet.or.jp
開室時間：10時～18時45分（木・日休室）
アクセス：京阪電車「藤森」西へ徒歩5分

地下鉄・近鉄「竹田」東へ徒歩13分
市バス・京阪バス「青少年科学センター前」南へすぐ

2009年月刊

3
月

京のアジェンダ21フォーラム　事務局通信
みやこ

今月の環境ラベル

「DO YOU KYOTO？」ロゴマーク




